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令和5年5月号 　　　　　　岡山北警察署 　　　1°－∴　葛 1犯罪関係 

令和5年4月中の岡山北警察署管内の刑法犯認知件数は7件で、前年同時期と 
比べて2件増加となっています。 

【令和5年4月中の刑法犯認知状況】　日韓重盗の被害に遭わないために；霧 
∴霧 

罪種別　　　件数　　発生地域　　　4月中、自転車盗が発生しています。　　　％ ∴ 窃盗犯　自転車盗1御津　－謂諜統謹謹謹呈　　髪 

その他　　3　吉備中央町　　に遭っています。　　　　　　　　　　　霧 

その他　暴行　3　御津・建部町／鍵謹書誓砦誓書等主監認掴 
合計　　7　　　ロックの習慣をつけましょう。　醒綱 

霧 

∴∴∴∴、∴∴∴∴∴∴ 

◆買付、．言乍英文iこ注息！ 

ATMコーナ臆での揚幕雪害の通話はやめてください！ 

また、擦寄電話で通話をしながらATMを操作してい 
る人を見掛けたら声をかけていただき、詐欺の搬雪に選 
っていると思われた場合は、警寮に週報をお願いします。 

2　交通関係 
令和5年4月中の岡山北警察署管内の交通事故発生状況（概数）は下記のとおりです。 

；籍語纏　＋譜　轡 

娃部町地内で名書　‾…n　講堂圭g 
4月8日（土）午前9時20分頃、建部町大田地内の　　＼i＼ヾ　　　　　懸鬱 

国道53号線上において、人身事故が発生しています。　　　bヾ 
事故の形態は、道路を横断しようとした高齢男性が　霊∵ 車にはねられる横断中の交通事故になります。　　綴喜 道路を横断していた男性は大怪我を負っています。＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 　　　　　　’鱒 

●　小さな気の緩みが大きな事故に繋がります。 

睡蓮一　：課課誓諾意籠諾諾謂講読す。 
単三万一　　　　　●　悲惨な事故を起こさないよう安全運転に努めましょう。 
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「毎日第2金曜日は、犯話！ぜ日の目！」「特殊詐欺にi主意！」
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